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研究成果の概要 

 

本研究では、学習のサイクルを「Perceiving（知識状態の認識）」、「Mastering（未習得知識の習

得）」、「Transferring（自身の知識の他者への伝達）」に分解し、各々の技術開発と全てにわたる

Nudging Strategiesの開発を行っている。 

(a)  Perceivingは学習者の知識状態をセンシングし、最適な学習方法を探求するプロセスである。

2022 年度には、(1)自己教師あり学習を使った読書行動の検出手法において EOG が最も有効な

特徴量であること, (2)一行ごとに文章を表示するインターフェースを用いると未知単語の推定が可

能であることを示した。さらに、フランスとの共同研究で、音読音声と視線データに基づく未知単語

推定のデータセットも作成した。 

(b) Mastering とは、未習得の知識を効果的・効率的に獲得するプロセスである。本研究では、睡眠、

有酸素運動といった体の状態を変化させる行動が学習に及ぼす影響とその利用法に関する研究、

コンテクストの効果的な使い分け、生成画像の利用、ゲーミフィケーションについて実験を実施し、

有効性を明らかにした。 

(c) Transferring は自己の知識を他者に伝達し、その知識の有用性を確認するプロセスである。ま

ず、本学の学生をドイツに一年間派遣し、人々の発言を促すための仕組みを共同で開発した。さら

に、語彙学習中にガイド付きの呼吸法を導入して学習効果を向上させる実験を行ったが、ガイド付

きの呼吸法が学習の障害となりうることが示された。 

(d) ChatGPTの出現は、外国語学習の分野で大きな影響を与えている。この課題を討議するため、

黄瀬はドイツとフランスのPIと現地で討議した。その結果、人から人への知識の伝達（Transferring）

の意義は変わらず、一方で ChatGPT により新しい学習方法の構想と実現が可能となるとの共通理

解を得た。 
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